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　旧日吉村出身の英雄・武左衛門をご存知ですか？
　藩政時代、食うや食わずの厳しい生活を強いる吉田藩政に憤りの念
を抱いていた武左衛門は、吉田藩領83ヶ村から約１万人の農民を決起
させ、「吉田騒動」と言われる百姓一揆を起こしました。そして、年貢
の引き下げなど11ヵ条の要求全てを認めさせ、農民の生活を守りまし
た。その立役者が一農民である武左衛門です。
　日吉地区にある明星ヶ丘施設には、その熱い勇気と行動力が身に染
みて分かる「武左衛門一揆記念館」があります。また、毎年₈月14日
には武左衛門と同志を偲び、「武左衛門ふる里まつり」を開催。中で
も、農民の扮装で威勢よく町を練り歩く「武左衛門行列」は圧巻です。
　地域の誇りである武左衛門。その偉業はこれからも後世に語り継が
れていきます。

鬼北町﹁偉人 武左衛門﹂

四国地区町村議会議長会会長会   …………………… ２
愛媛県町村議会議長会全員協議会  ………………… ３
愛媛県市町振興協会事業等事務説明会   ………… ３
就任のごあいさつ  …………………………………………… ４
お知らせ　顔写真付のマイナンバーカード …… ４

お知らせ　愛媛県市町振興課配席図  ……………… ５
　　　　　愛媛県町村会事務分担表 ……………… ５
町からのお知らせ …………………………………………… ６
一　筆 /新議長紹介 /４月の行事  ………………… ７
全国町村議会議員団体補償制度 ……………………… ８

Contents



　平成31年₄月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 121 号　（2）　

　

第
1
8
0
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
が
、
3
月
28
日
香
川
県
自
治
会

館
で
、
四
国
4
県
の
会
長
及
び
事
務
局
長

ら
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
地
元
香
川
県
の
田
岡
会

長
、
次
い
で
四
国
地
区
会
長
の
川
村
高
知

県
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
規
約
の

規
程
に
よ
り
田
岡
香
川
県
会
長
が
議
長
と

な
っ
て
「
議
事
」
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
次
期
開
催
県

の
川
村
高
知
県
会
長
を
指
名
し
た
後
、
次

第
1
8
0
回
四
国
地
区
町
村
議
会

�

議
長
会
会
長
会
を
開
催

　
3
／
28
　
高
松
市
で

の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
　
　

議　

事

1　

平
成
31
年
度
各
県
事
業
計
画
及
び
予

算
に
つ
い
て

　
　

各
県
事
務
局
長
か
ら
、
資
料
に
基
づ

き
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

2　

各
県
提
出
議
題
に
つ
い
て

　

①　

第
60
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
研
修
会
に
つ
い
て
（
徳
島
県
）

　

②　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
四
国
ブ

平成31年度四国四県町村長・議長大会 開催要綱
　

₁．名　　称　　四国四県町村長・議長大会

₂．目　　的　　　四国の57の町村長・議長が一堂に会し、
議会と執行部の立場を超えて「元気溢れる
地域をつくる」との強い信念のもと、町村の
抱える重要課題について研修・意見交換・審
議し、その実現のためお互いに連携を密にし
ながら、総力を結集して行動し、多様で個性
豊かな町村自治の振興と住民福祉の向上を
期する。

₃．主　　催　　四国四県町村会
　　　　　　　　四国四県町村議会議長会

₄．日　　程　　2019年10月₂日（水）
　　　　　　　　⑴　大　会　　　午後₂時00分～₃時25分
　　　　　　　　⑵　記念講演　　午後₃時40分～₅時00分
　　　　　　　　　　「地域再生に向けて」（仮）　
　　　　　　　　　　　　長野県立大学
　　　　　　　　　　　　グローバルマネジメント学部
　　　　　　　　　　　　　　　教授　田村　　秀　氏
　　　　　　　　⑶　意見交換会　午後₆時00分～

₅．開催場所　　大会・宿泊：ホテルアネシス瀬戸大橋　　
　　　　　　　　意見交換会：セント・ベイヒルズ

₆．出 席 者　　四国四県町村長　全員
　　　　　　　　四国四県町村議会議長　全員

₇．大会次第　　⑴　開会のことば
　　　　　　　　⑵　国歌斉唱
　　　　　　　　⑶　あいさつ
　　　　　　　　⑷　宣　　言
　　　　　　　　⑸　来賓祝辞　　香川県知事、
　　　　　　　　　　　　　　　　香川県議会議長、
　　　　　　　　　　　　　　　　全国町村会長、
　　　　　　　　　　　　　　　　全国町村議会議長会長
　　　　　　　　⑹　議長選出
　　　　　　　　⑺　議　　事　　各県提出議題審議
　　　　　　　　⑻　決議・緊急決議
　　　　　　　　⑼　共同アピール
　　　　　　　　⑽　実行運動方法協議
　　　　　　　　⑾　閉会のことば

₈．意見交換会　⑴　開　　会
　　　　　　　　⑵　あいさつ
　　　　　　　　⑶　乾　　杯
　　　　　　　　⑷　懇　　談
　　　　　　　　⑸　ガンバローコール
　　　　　　　　⑹　閉　　会

ロ
ッ
ク
の
役
員
候
補
者
等
に
つ
い
て

（
高
知
県
）

　

③　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に

つ
い
て
（
香
川
県
）

　
　

以
上
の
3
題
に
つ
い
て
各
県
局
長
か

ら
説
明
が
あ
り
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

3　

次
期
四
国
地
区
会
長
の
選
任
に
つ
い

て

　
　

髙
橋
徳
島
県
会
長
が
会
長
に
選
出
さ

れ
た
。
任
期
は
4
月
1
日
か
ら
1
年
間
。

4　

次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
高
知
県
で
開
催
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

5　

そ
の
他

　
　

各
県
に
お
け
る
議
員
の
な
り
手
不
足

と
議
員
報
酬
の
現
状
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

 

四
国
四
県
議
長
会

　
事
務
局
長
・
担
当
者
会

　

前
述
の
四
国
地
区
会
長
会
に
先
立
ち
、

3
月
28
日
に
四
国
四
県
町
村
議
会
議
長
会

事
務
局
長
並
び
に
担
当
者
会
が
同
会
館
で

開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
地
元
香
川
県
の
丹
事
務
局
長
の

あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
次
の
テ
ー
マ
に
よ

り
進
め
ら
れ
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

①　

第
60
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

研
修
会
に
つ
い
て
（
徳
島
県
）

②　

創
立
70
周
年
に
向
け
て
各
県
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
（
愛
媛
県
）

③　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
の
役
員
候
補
者
等
に
つ
い
て

（
高
知
県
）

④　

平
成
31
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
に
つ
い
て
（
香
川
県
）

⑤　

議
長
全
国
大
会
の
参
加
方
法
に
つ
い

て
（
香
川
県
）

⑥　

そ
の
他
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公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

は
、
4
月
26
日
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
で

「
平
成
31
年
度
事
業
等
事
務
説
明
会
」を
開

催
。
県
内
17
市
町
か
ら
担
当
者
25
名
が
出

席
し
た
。

　

説
明
会
は
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

₁　

開　

会

₂　

主
催
者
あ
い
さ
つ

₃　

協
会
の
概
要
に
つ
い
て

₄　

打
合
せ
事
項

①　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ
ー
ジ

ャ
ン
ボ
）
及
び
新
市
町
村
振
興
宝
く

じ
（
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
）
の
Ｐ

Ｒ
の
協
力
に
つ
い
て

②　

基
金
交
付
金
に
つ
い
て

③　

市
町
交
付
金
に
つ
い
て

④　

貸
付
事
業
に
つ
い
て

⑤　

市
町
の
振
興
に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
等

開
催
に
係
る
助
成
に
つ
い
て

⑥　

市
町
村
職
員
中
央
研
修
所
（
市
町

村
ア
カ
デ
ミ
ー
）
受
講
に
係
る
助
成

に
つ
い
て

⑦　

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

（
国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
）受
講
に
係

る
助
成
に
つ
い
て

⑧　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
助
成
に

つ
い
て

⑨　

本
会
主
催
の
研
修
会
等
に
つ
い
て

⑩　

そ
の
他

　
　

・
市
町
の
年
会
費
等
に
対
す
る
助
成

及
び
寄
附

　
　
　

ア　
（
一
財
）
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
年
会
費

31
年
度
事
業
等
事
務
説
明
会
を
開
催

（
公
財
）
市
町
振
興
協
会
　

　
　
　

イ　

ジ
ェ
ト
ロ
愛
媛
貿
易
セ
ン

タ
ー
負
担
金

　
　
　

ウ　

松
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会

負
担
金

　
　
　

エ　

自
転
車
新
文
化
推
進
協
会
負

担
金

　
　
　

オ　

地
域
医
療
学
講
座
設
置
運
営

費
の
寄
附

　
　
　

カ　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
事
業

助
成
金

　
　
　

キ　

市
町
連
携
事
業
助
成
金

　
　

・
情
報
誌
「
え
ひ
め
イ
ベ
ン
ト
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」
及
び
「
舞
た
う
ん
」

　
　

・
冊
子
「
愛
媛
県
市
町
要
覧
」

第
1
回
全
員
協
議
会
を
開
催

県
町
村
議
会
議
長
会

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
4
月
4

日
県
自
治
会
館
で
「
全
員
協
議
会
」
を
開

催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
9
町
議
会
議
長
が
出

席
し
、
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

₁　

開　

会

₂　

あ
い
さ
つ　
　

程
内
会
長

₃　

紹　

介

　
　

3
月
4
日
に
就
任
し
た
赤
松
紀
幸
松

野
町
議
長
を
紹
介
し
、
同
議
長
か
ら
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

₄　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　
　

程
内
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
次
の
と

お
り
指
名
し
た
。

　
　
　

瀧
野
久
万
高
原
町
議
長

　
　
　

山
本
伊
方
町
議
長

₅　

報　

告

　

⑴　

行
事
関
係
に
つ
い
て

　

⑵　

平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
に
係
る

災
害
支
援
金
（
災
害
見
舞
金
）
に
つ

い
て

　

⑶　

愛
媛
県
自
治
会
館
建
替
え
お
よ
び

仮
事
務
所
へ
の
移
転
に
つ
い
て

　

⑷　

請
願
・
意
見
書
等
に
関
す
る
定
例

報
告
に
つ
い
て

　
　

以
上
の
4
点
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

一
括
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

6　

協　

議

　

⑴　

創
立
70
周
年
記
念
議
員
研
修
大
会

の
講
師
に
つ
い
て

　
　
　

7
月
25
日
に
開
催
さ
れ
る
、
創
立

70
周
年
記
念
議
員
研
修
大
会
の
講
師

候
補
者
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、協
議

の
結
果
、
正
副
会
長
に
一
任
さ
れ
た
。

　
　

※　

そ
の
後
の
調
整
の
結
果
、
中
央

大
学
法
科
大
学
院
教
授
で
弁
護
士

の
野
村
修
也
氏
に
決
定
し
た
。

　

⑵　

臨
時
総
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
5
月
29
日
㈬
に
開
催

予
定
の
臨
時
総
会
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑶　

そ
の
他

　
　
　

次
回
全
員
協
議
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
協
議

の
結
果
、
正
副
会
長
に
一
任
さ
れ
た
。

7　

閉　

会
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
総
務
部
総
務
管
理
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
町
振
興
課
長

　
　
　
　
　
　
　
三
木
裕
太
郎

　

4
月
1
日
付
で
、
奈
良
県
明
日
香
村
参

事
兼
総
合
政
策
課
長
か
ら
異
動
し
、
愛
媛

県
総
務
部
総
務
管
理
局
市
町
振
興
課
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
7
年
前
に
総
務
省
に
入
省
し
、
総

務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
、
北

海
道
や
内
閣
府
で
の
勤
務
を
経
て
、
愛
媛

県
で
勤
務
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

4
月
以
降
、
県
内
を
回
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
自
然
豊
か
な
田
園
地
帯
や

島
し
ょ
部
な
ど
、
様
々
な
魅
力
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
県
明
日
香
村
に
お
い
て
は
、
首
長

の
補
佐
役
と
し
て
、
村
の
新
庁
舎
建
設
基

本
設
計
の
策
定
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
導
入
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。
人
口
約

5
，5
0
0
人
、職
員
数
90
名
弱
の
小
さ
な

役
場
に
お
い
て
、
様
々
な
行
政
課
題
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
は
、
思
っ
た
以
上
に
大

変
で
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
職
員
が
、
平

日
の
仕
事
だ
け
で
な
く
、
集
落
づ
く
り
、

農
作
業
…
な
ど
様
々
な
活
動
を
通
し
、
地

域
活
力
の
下
支
え
を
担
っ
て
お
ら
れ
る
こ

と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
愛
媛
県
の
各

町
に
お
い
て
も
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
少
し
で
も
何
か
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
中
村
県
政
の
最
重
要
課
題
の
一

つ
で
あ
る
県
・
市
町
連
携
に
つ
い
て
は
、

県
・
市
町
連
携
推
進
本
部
に
お
け
る
連
携

施
策
の
創
出
や
人
事
交
流
な
ど
の
取
り
組

み
を
継
続
し
、「
チ
ー
ム
愛
媛
」
と
し
て
力

を
発
揮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
昨
年
7
月
の
豪
雨
災

害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
平
時
よ
り
市
町
間

で
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
関
係
を
構
築
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
開
催
し
て
い

る
行
革
甲
子
園
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
全

国
版
に
拡
大
し
、
よ
り
多
く
の
優
れ
た
事

例
が
全
国
か
ら
本
県
に
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
行
革
甲
子
園
が
全
国
の
公
務
員
の
憧

れ
の
舞
台
と
な
る
よ
う
、
当
課
と
し
て
も

努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
、
積
極
的
な
御
応
募
や
先
進
事
例

の
導
入
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
各
町
で
策
定
さ
れ
た
地
方
版

総
合
戦
略
の
最
終
年
に
当
た
る
年
と
な
り

ま
す
。
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
県
と
町
が
連
携
を
緊
密
な
も
の
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
御
遠
慮
な
く
、
ど
ん
な
案
件
で
も
結
構

で
す
の
で
、
各
町
に
お
呼
び
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
し
、
県
庁
に
来
ら
れ
た
際

は
、
市
町
振
興
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

末
筆
な
が
ら
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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　　　　　　愛媛県町村会事務分担表　	
　〔平成31年 4 月１日 現在〕

職　　　　名 氏　　　名 事　　　　務　　　　分　　　　担

町村会　事務局長 渡　部　明　忠 総括、議長会常務理事、振興協会常務理事、総合事務組合事務局長

議長会　事務局長 柏　原　　　準 議長会事務局長

次　　長 向　井　政　明 事務局長補佐、総合事務組合次長

総務課 課　　長
（兼　務） 向　井　政　明

◦町村会、議長会運営関係（会計除く）、職員人事管理関係（町村会・議長
会）に関すること。
◦総合協議会（水道協会、清掃、山村振興、水産業、下水道、ダム・発電関
係）、過疎自立促進、人権協会、監査協関係に関すること。（会計を除く）
◦各種研修会、要望陳情、町会報えひめ発刊、物資斡旋、軽自動車税申
告書の取扱、ホームページ管理に関すること。
◦全国町村会共済事業、生活協同組合事業、（一財）全国自治協会共済受
託事業（公有・生協　自動車事故処理関係含む）に関すること。
◦町議会議員互助事業、議員補償制度に関すること。
◦他の課に属さないものに関すること。

課長補佐 中　井　貴　志

書　　記 大　宗　麻里菜

専 門 員 久　保　真　澄

派遣職員 正　　　さおり

会計課
	

課長・会計管理者
振興協会出納役 田　窪　浩　司 ◦会計全般、給料関係に関すること。

◦市町村職員共済組合・互助会に関すること。書　　記 真　鍋　侑　里

専 門 員 重　松　美智子

事業課
	
	
	

課　　長 清　川　　　敦

◦総合事務組合（退職手当・消防補償・交通災害・自治会館・議員公務
災害の庶務）、振興協会の業務等に関すること。（会計を除く）

◦文書発送会計に関すること。

課長補佐
（兼　務） 中　井　貴　志

係　　長 原　田　祐　子

主　　事 丹　下　浩　明

主　　事 新　岡　拓　也

お知らせお知らせ

コピー機

市　町　振　興　課　配　席　図

入　口  入　口 入　口

係長 担当係長

岡田 杉山
912-2214

（3175）

（3179）（3180） 係長 主事 主任 主事

係長 主任 直946-0179

専門員 主事
大野 原 米田

大西

宮本

津吉

松本 京極
（3186）

（3187）

（3188） （3169）

（3168）

（3170）

（3194）

（3182）（3181） 主事 主事 主事

主任

主任
山住

臨時

田中

大道 川﨑

菅

吉田
（3192） （3174）

（3176）

（3184）

主事

主任
保木

安岡
（3177）

主任

丸山

（3185）

係長 主事

高橋 和田

（3172）（3173）

主事

加藤

（3190）

カラー
プリンター

主任

赤瀬 （3178）

（2890）
（3191）

主事

宇治郷

（3211）

主事

村上

（3209）

FAX 912-2209

課　長
三　木

（3167）
（税政係）

912-2216
（連携推進係）

千　葉
912-2212

係長（行政係）

廣瀬

主　幹

（3165）

選挙管理
委員会

（財政係）
912-2213 主　幹

伊賀上
（3166） 912-2211

（選挙係）

TEL 912-2210

閲覧場所



砥
部
町
に「
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
ら
ま
ち
」
が
オ
ー
プ
ン

　

砥
部
町
麻
生
地
域
の
福
祉
の
拠
点
と

し
て
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
「
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ら
ま
ち
」
が
、
２
月

に
完
成
し
ま
し
た
。

　

完
成
を
記
念
し
て
、
３
月
31
日
に
竣

工
式
が
行
わ
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、

式
典
、
岩
谷
口
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る

演
舞
、
鼓
舞
姿
太
鼓
の
演
奏
、
餅
ま
き

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
竣
工
式
に
続
き
、
各
団
体
の

協
力
に
よ
る
プ
レ
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

麻
生
児
童
館
で
は
遊
具
の
体
験
や
砥

部
焼
の
絵
付
け
体
験
、
木
育
広
場
や
ク

ラ
フ
ト
教
室
な
ど
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
将
棋
大
会
、
老
人
憩
い
の

家
で
は
健
康
器
具
体
験
に
大
勢
の
人
が

参
加
し
、
施
設
の
魅
力
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。

　

２
階
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
は
、

楽
器
演
奏
や
民
舞
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、

バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
、
子
ど
も
た
ち
の
か

わ
い
い
踊
り
に
風
船
を
使
っ
て
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
で
、
会
場
は
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
、
麻
生
児
童
館
子
育
て
協

力
隊
の
お
手
伝
い
に
よ
り
、
う
ど
ん
と

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
が
振
る
舞
わ
れ
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

は
ら
ま
ち
の
概
要

◦
所
在
地　

砥
部
町
原
町
２
４
９
番
地

◦
敷
地
面
積　

２
，１
４
４
・
０
１
㎡

◦
建
物
構
造　

鉄
骨
造
２
階
建
て

◦
延
床
面
積　

１
，２
６
３
・
４
５
㎡

◦
部
門
面
積

　

麻
生
児
童
館　

３
５
１
・
８
５
㎡

　

老
人
憩
い
の
家　

１
２
４
．７
１
㎡

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
４
．６
２
㎡

◦
駐
車
場　

33
台

◦
総
事
業
費　

約
５
億
４
，０
０
０
万
円
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3
月
4
日
松
野
町
議
会
定
例
会
に

お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
赤

松
紀
幸
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

松
野
町
議
会
議
長

　
　
赤あ

か

　
松ま

つ

　
紀と

し

　
幸ゆ

き

　
氏

　

4
月
25
日
内
子
町
議
会
臨
時
会
に

お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
森

永
和
夫
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

内
子
町
議
会
議
長

　
　
森も

り

　
永な

が

　
和か

ず

　
夫お

　
氏

　

4
月
23
日
伊
方
町
議
会
臨
時
会
に

お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
竹

内
一
則
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

伊
方
町
議
会
議
長

　
　
竹た

け

　
内う

ち

　
一か

ず

　
則の

り

　
氏

　

新
議
長
紹
介

　　

 ﹁
令
和
﹂の
時
代
へ

　

国
花
の
“
桜
”
は
、
南
か
ら
東
、
北
へ

列
島
を
着
実
に
一
巡
。
今
、
北
海
道
で
満

開
の
花
び
ら
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
。

　

初
の
元
号
で
あ
る
大
化
か
ら
2
4
7
番

目
の
「
平
成
」
は
、こ
の
4
月
30
日
を
も
っ

て
表
舞
台
か
ら
退
く
。
明
日（
5
月
1
日
）

か
ら
は
、
万
葉
集
に
由
来
す
る
「
令
和
」

と
な
る
。

　

30
年
前
な
ん
と
な
く
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た

感
の
元
号
「
平
成
」
も
、
人
々
に
慣
れ
親

し
ま
れ
て
き
た
。
自
然
災
害
に
翻
弄
さ
れ

も
し
た
が
、
人
為
的
に
は
平
和
な
時
代
を

過
ご
し
、
今
日
ま
で
と
な
る
と
一
段
と
寂

し
さ
を
感
じ
る
。「
平
成
」
の
響
き
は
「
平

和
」
に
も
通
じ
、
現
に
平
和
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
。

　

今
、こ
の
世
の
中
、自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
自

我
優
先
の
世
界
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
で
も
あ
る
。
ま
た
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
っ
て
風
情
や
情
緒
な
ど
無
縁

の
現
代
社
会
で
は
、「
和
暦
」
よ
り
「
西

暦
」
の
呼
び
名
の
方
が
、
利
便
性
等
で
先

行
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

そ
こ
で
「
西
暦
」
は
、
西
洋
の
暦
。
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
を
紀
元
元
年
と

す
る
。
世
紀
。
ま
た
「
和
暦
」
は
、
日
本

の
暦
。
年
号
・
紀
年
な
ど
を
示
す
（
広
辞

苑
よ
り
）
と
あ
る
。

　

何
れ
に
し
て
も
、
年
号
の
扱
い
方
に
い

ろ
ん
な
『
ご
意
見
』
が
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、

由
緒
あ
る
自
国
語
と
計
算
式
に
近
い
万
国

共
通
の
二
本
立
て
の
よ
う
な
社
会
も
良
い

で
は
な
い
か
、
使
い
分
け
れ
ば
よ
い
だ
け

で
あ
る
。
だ
が
元
号
の
文
字
が
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
、「
数
」
的
に
は
見
ら
れ
な
い
素

晴
ら
し
い
意
味
深
く
、
伝
統
と
文
化
が
秘

め
ら
れ
て
い
る
。

　

昨
今
、
世
間
で
は
「
俳
句
」
や
「
川
柳
」

が
流
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
お
も
て
な

し
』
の
心
と
同
様
に
理
屈
抜
き
で
、
人
の

情
に
自
然
な
暖
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
共
通

性
が
あ
る
。
と
に
か
く
日
本
語
・
文
字
は
、

人
の
心
中
を
魅
了
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

勿
論
、
日
本
古
来
の
わ
び
さ
び
が
理
解
不

能
な
交
渉
相
手
に
対
し
て
は
、
計
算
式
も

併
せ
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
発
信
す
る

言
葉
は
、
時
と
場
所
を
見
極
め
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
と
こ
ろ
で
も

あ
る
。た
だ
「
俳
句
」「
川
柳
」
が
解
る
範

囲
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
真
実
も
時
と
し

て
、
海
外
で
は
論
外
と
な
り
、
一
国
の
約

束
事
も
一
方
的
に
破
棄
さ
れ
る
現
実
が
あ

る
。
今
日
の
世
界
も
対
外
的
に
、「
令
和
」

の
時
代
も
変
わ
り
な
く
厳
し
い
で
あ
ろ
う

こ
と
を
皆
で
心
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
…
。

　

さ
て
、
先
ご
ろ
、
5
5
0
0
万
光
年
先

の
何
で
も
全
て
を
呑
み
込
ん
で
し
ま
う
宇

宙
「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」
を
視
覚
的
に
証

明
し
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。
は
た

ま
た
宇
宙
の
果
て
で
活
躍
す
る
宇
宙
探
索

機
「
は
や
ぶ
さ
2
」
の
成
果
も
待
ち
遠
し

い
。「
令
和
」
の
時
代
は
、平
和
の
中
で
科

学
的
に
も
期
待
が
膨
ら
む
年
を
刻
み
そ
う

で
あ
る
。

�

　
　
　
　
（
Ｔ
）

　

上
皇
さ
ま
、
上
皇
后
さ
ま
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
健
や
か
な
生
活
を

過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

�

　
（
筆
子
）

一

筆

4
月
の
会
と
催
し

▽
4
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
全
員

協
議
会（
臨
時
）

▽
9
日
＝「
地
方
議
会
運
営
の
実
務
」検
討

委
員
会

▽
10
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調

整
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会

臨
時
幹
事
会

▽
11
日
＝
全
国
町
村
会
都
道
府
県
町
村
会

事
務
局
長
会
議
・
事
務
局
長
研
修
会（
12

日
ま
で
）

▽
16
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会
、
平
成
31
年
度
全
国
簡
易
水
道
協

議
会
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

▽
17
日
＝（
一
財
）市
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
連
合
会
公
務
災
害
連

合
会
職
員
研
修
会
、平
成
31
年
度
全
国
町

村
議
会
議
長
会
都
道
府
県
職
員
研
修
会

▽
18
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
事
務
・

事
業
説
明
会
、
愛
媛
県
自
治
会
館
共
同

管
理
組
合
打
合
会

▽
22
日
＝
第
4
回
「
平
成
30
年
7
月
豪
雨

災
害
に
係
る
義
捐
金
」
配
分
委
員
会

▽
23
日
＝
自
治
労
連
か
ら
の
要
請
、
平
成

31
年
度
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

事
務
説
明
会
、
第
36
回
ふ
る
さ
と
振
興

賞
顕
彰
式

▽
24
日
＝
愛
媛
県
新
幹
線
導
入
促
進
期
成

同
盟
会
平
成
31
年
度
総
会

▽
26
日
＝
平
成
31
年
度
愛
媛
県
市
町
振
興

協
会
事
業
等
事
務
説
明
会
、
愛
媛
県
人

権
対
策
協
議
会
第
59
回
定
期
大
会
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会
演
講
○
○

事故例
〈事故の概要〉
男子小学生（11歳）が夜間、帰宅途中に自転車で走行中、歩道と車道の区別のない道路
において歩行中の女性（62歳）と正面衝突。女性は頭蓋骨骨折等の傷害を負い、意識が
戻らない状態となった。
（神戸地方裁判所、平成25（2013）年7月4日判決）　出典：日本損害保険協会公式ホームページ

賠償額
概　算9,521万円

本年度は、約15％（注）の割引となります。　（注）団体割引30％、過去の損害率による割増35％、大口割引10％を乗算しています。
事務運営費は本制度の運営に必要な費用（様式のとりまとめ、掛金の集金等）に充当しています。

。すましい払支おを金険保らか方両の険保合総害傷トッセ約特償補みの険危害傷通交と険保合総害傷、合場の」故事通交「、でのなンラプたれさトッセが険保合総害傷トッセ約特償補みの険危害傷通交と険保合総害傷※

保険金額と掛金（保険料＋事務運営費）

補 償 開 始 日 本　人 夫婦型
掛　　　　　金

新規・中途加入者の掛金（保険料＋事務運営費）

7月1日
8月1日
9月1日
10月1日
11月1日
12月1日

22,000円（保険料20,000円）
20,200円（保険料18,330円）
18,400円（保険料16,680円）
16,500円（保険料15,010円）
14,700円（保険料13,320円）
12,900円（保険料11,680円）

35,000円（保険料33,000円）
32,100円（保険料30,240円）
29,200円（保険料27,510円）
26,300円（保険料24,760円）
23,400円（保険料22,000円）
20,500円（保険料19,260円）

補 償 開 始 日 本　人 夫婦型
掛　　　　　金

1月1日
2月1日
3月1日
4月1日
5月1日
6月1日

11,000円（保険料10,000円）
　9,200円（保険料　8,330円）
　7,400円（保険料　6,680円）
　5,500円（保険料　5,010円）
　3,700円（保険料　3,320円）
　1,900円（保険料　1,680円）

17,500円（保険料16,510円）
14,600円（保険料13,750円）
11,700円（保険料11,000円）
　8,800円（保険料　8,270円）
　5,900円（保険料　5,490円）
　3,000円（保険料　2,770円）

人
個

任
責
償
賠

自転車で他人に
ぶつかり
ケガをさせた

飼い犬が他人に噛みついて
ケガをさせた

同居のこども・孫が
他人のものを破損した

買い物中に誤って
商品をこわした

補償の対象となる場合（例えば次のような事故によりケガをした場合、補償の対象となります。）

全国町村議会議員互助会（保険契約者） 〒102-0082　東京都千代田区一番町25　全国町村議員会館　電話 03-3264-8172
●本保険制度は、損害保険ジャパン日本興亜株式会社を幹事保険会社とする損害保険会社4社の共同引受であり、幹事保険会社が他の保険会社の代理・代行を行います。引受
保険会社は、各々の引受割合に応じて連帯することなく単独別個に保険契約上の責任を負います。引受保険会社と引受割合については、取扱代理店までお問い合わせください。

●ご契約者以外に対象となる方（被保険者）がいらっしゃる場合には、その方にもパンフレットに記載した内容をお伝えください。
この広告は概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパン日本興亜営業店までお問い合わせください。
◎取扱代理店　株式会社まちむら　〒102-0082　東京都千代田区一番町25番地　全国町村議員会館　電話 03-3264-6830（受付時間：平日の午前9時から午後5時まで）
◎幹事引受保険会社　損害保険ジャパン日本興亜株式会社　団体・公務開発部第三課　〒160-8338　東京都新宿区西新宿1-26-1　電話 03-3349-5408（受付時間：平日の午前9時から午後5時まで）

制 度 の 特 長

◎ご加入のお申込みは◎
町村議会事務局まで

●町村議会議員の皆さまがご加入いただ
ける制度です。
●議会議員を退職後も、継続してご加入
いただけます。（掛金のお支払いは口座
振替となります。）
●公務中のケガから日常生活のケガま
で、国内・国外を問わず24時間補償
します。
●地震によるケガも補償します。
●加入の際、医師の診査などは不要で、
年齢に関係なくご加入いただけます。

全国町村議会議員 団体補償制度
●保険期間　毎年7月1日午後4時から1年間（随時加入できます。）
●加入資格　全国の町村議会議員等、議会事務局職員、系統町村議会議長会職員

（傷害総合保険）

（注）本人型と夫婦型は、重複して加入できません。 （保険期間 2019年7月1日から1年間 職種級別Ａ級）年払の場合
天災危険補償特約、後遺障害等級限定補償特約（第1級～第3級）、手術保険金倍率変更特約および重大手術保険金倍率変更特約セット

補償内容

個人が日常の生活で、他人の身体、財物を
害し、法律上の賠償責任を負担した場合
（除く自動車事故、猟銃事故など）

交通事故
交通事故以外のケガ
交通事故
交通事故以外のケガ
交通事故
交通事故以外のケガ
交通事故
交通事故以外のケガ

加入タイプ
ケガの補償の対象者

年払保険料
事務運営費

掛金（保険料＋事務運営費）

死亡
後遺障害

入院

手術

通院

ケガ

個人
賠償
責任

ケガの保険

保険金額 保険金額

加入者（議員・退職議員）本人

本人型
加入者（議員・
退職議員）本人

夫婦型
配偶者

1,620万円
820万円

日額8,000円
日額4,000円

日額3,000円
日額2,000円

1,620万円
820万円

日額8,000円
日額4,000円

日額3,000円
日額2,000円

最高 2億円
（自己負担額 なし）

最高 2億円
（自己負担額 なし）

20,000円 33,000円

1,135万円
500万円

日額8,000円
日額4,000円

日額2,500円
日額1,500円

2,000円 2,000円
22,000円 35,000円

＜重 大 手 術 の 場 合＞ 入院保険金日額の40倍
＜重大手術以外の場合＞
  入院中の手術：入院保険金日額の20倍
  外来の手術：入院保険金日額の 5倍

＜重 大 手 術 の 場 合＞ 入院保険金日額の40倍
＜重大手術以外の場合＞
  入院中の手術：入院保険金日額の20倍
  外来の手術：入院保険金日額の 5倍

ガ
　
ケ

演説中・公務中の事故 車での移動中の事故 飛行機搭乗中の事故 スポーツ中の事故

夫婦型の
ご加入を
おすすめ
します。

加入者（議員）
ご本人
および
配偶者

（　　　　）夫婦型に
ご加入の場合
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